
と
う

み

み
や

た

吉呂

・任
海
宮
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一昌
山
市
任
海

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
五
月
１
人
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
富
山
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
武
田
健
次
郎

・
植
木
久
美
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

任
海
宮
田
遺
跡
は
県
営
公
害
防
除
特
別
土
地
改
良
事
業
に
伴
い
、
二
〇
〇
〇

年
度
よ
り
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
遺
跡
は
神
通
川
及
び
常
願
寺
川
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
複
合
扇
状
地

上
に
位
置
し
、
標
高
三
〇
ｍ
前

後
を
測
る
。
か
つ
て
の
流
路
に

沿

つ
て
谷
と
微
高
地
が
い
く
つ

も
確
認
で
き
、
そ
れ
ら
の
微
高

地
上
に
集
落
が
占
地
し
て
い
る
。

遺
跡
は
七
世
紀
後
半
以
降
か
ら

本
格
的
に
営
ま
れ

一
〇
世
紀
前

半
ま
で
続
く
が
、
そ
れ
以
降

一

二
世
紀
後
半
ま
で
衰
退
す
る
。
し
か
し

一
三
世
紀
以
降
再
び
活
発
に
な
り
近
世

ま
で
存
続
す
る
。
木
札
の
出
土
し
た
Ｃ
３
地
区
は
遺
跡
の
北
西
に
位
置
す
る
、

中

。
近
世
の
集
落
で
あ
る
。
木
札
は
Ｓ
Ｄ

一
〇
〇
の
岸
際
の
攪
乱
か
ら
出
土
し

た
。
Ｓ
Ｄ

一
〇
〇
は
南
北
に
流
れ
る
幅
約
二
〇
ｍ
の
規
模
の
大
き
な
谷
で
、
東

西
両
岸
に
は
集
落
が
広
が
る
こ
と
か
ら
、
集
落
内
を
南
北
に
貫
流
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
出
土
遺
物
に
は
中
世
土
師
器

・
珠
洲

・
青
磁

・
越
中
瀬
戸
が
あ
り

一
三
世
紀
頃
か
ら
近
世
ま
で
存
続
し
た
よ
う
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
。
（符
銀
）
□
十

・
［日日日日日日［日日日日日］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（∞ω）〉〈∞∞
〉〈卜　　〇∞Ｐ

上
下
両
端
を
欠
損
、
表
面
は
削
り
の
の
ち
墨
書
さ
れ
、
上
半
に
四
つ
の
区
画

に

一
か
ら
四
の
数
字
を
配
し
、
「□
士
」
の
呪
句
が
み
ら
れ
、
呪
符
と
考
え
ら

れ
る
。
裏
面
は
判
読
困
難
で
、
三
文
字

な
い
し
四
文
字
み
ら
れ
、
右
側
は
未
加

工
で
、
墨
書
部
分
の
み
削
ら
れ
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

⑫
富
山
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化

財
調
査
事
務
所

『埋
蔵
文
化
財
調
査
概

要
―
平
成

一
四
年
度
―
』
（一
一〇
〇
二

年
）
　
　
　
　
　
　
　
（武
田
健
次
郎
）

(八 尾 )




